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「道徳」と呼ばなくても今や道徳は教育課程の基盤の一つ
となっている！ 荒木寿友先生（立命館大学大学院教職研究科教授）



（ご紹介）
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京都大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教
育学）。同志社女子大学准教授・立命館大学文学部准
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単著『学校における対話とコミュニティの形成』（三
省堂、2013），『いちばんわかりやすい道徳の授業
づくり』（明治図書、2021），共著『新・道徳教育
はいかにあるべきか』（ミネルヴァ書房、2024年）
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それではご覧ください



道徳のコンピテンシーと 
ウェルビーイング
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本日のテーマ 
道徳性をコンピテンシー（能力）として位置づけることは 

できないのだろうか？

道徳におけるコンテンツとコンピテンシーをどう捉えるか 

コンテンツベースの道徳教育の限界 

コンピテンシーベースの道徳教育へ 

コンピテンシーとウェルビーイング



話の前提として
•道徳教育の目的 
自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う

いずれも学習指導要領および解説より引用

• 道徳性とは 
人間としてよりよく生きようとする人格
的特性　道徳的判断力、道徳的心情、道
徳的実践意欲及び態度を諸様相とする内
面的資質 赤堀博行監修（2016） 

『これからの道徳教育と『道徳科」の展望』より



コンテンツとコンピテンシー 
どのように捉えるか？



コンピテンシー（資質・能力）とは
• もともとは職能や人生における成功を表す言葉 

• 社会的スキルや動機、人格特性など 

• 「何を知っているか」だけではなく、「何ができるか」「どう生きて
いくのか」を含むもの 
→能力の捉え方が、「知識の蓄え型」から、「知識をいかに用いてい
てどう生きるのか」へとシフト 

• コンピテンシーにはコンテンツも含まれる



国立教育政策研究所「キー・コンピテンシーの生涯学習政策指標としての活用可能性
に関する調査研究」



コンピテンシーとコンテンツの関係
•各教科において、人間の文化遺産から選りすぐりされた教育内容を子ども
に教えることによって、子どもを優れた問題解決者に育てようとしていた 
→　習得した知識を活用していくことで問題解決に役立てていくだろうと
いう前提 
• しかしながら、「学習の転移」はそう簡単には生じないことが明らかに！ 
→　知識は単に所有すればよいのではなく、どのような場面でどのよう
に適用可能なのかまでを含めて捉えていく必要がある。 
• コンピテンシーはコンテンツ（内容）から切り離された抽象的能力では
なく、むしろ具体的な文脈や内容と結びついた総合的・統合的な能力概
念であり、それがコンピテンシー概念として位置づけられる。



道徳科におけるコンテンツ 
価値と価値観 

コンテンツベースの限界



道徳科におけるコンテンツの難しさ
•道徳科における教育内容としての内容項目がコンテンツ 
• 内容項目：「児童が人間として他者とよりよく生きていく上で学ぶこ
とが必要と考えられる道徳的価値を含む内容」「道徳性を養うための
手掛かりとなるもの」（解説） 
• しかし、ここには他教科と比べると一筋縄ではいかない問題が。 
• 「律令国家のしくみ」「三平方の定理」「現在完了形」といった教科
の教育内容と、道徳的価値を含む内容項目（自律の精神を重んじ、自
主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責任をもつこと）を
同等に考えることはできない。事実と価値は異なるもの。
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コンテンツとしての 
副読本・教科書問題

•道徳的価値が日本における道徳のコンテンツ 
• しかしながら、副読本や教科書＝道徳的価値の具体例を示したもので
あるはずの教材がコンテンツとなってしまっている現状。 

• 教科書は道徳的価値について考えていくきっかけであるにも関わらず、
それが「望ましい具体的な姿」になり、教える内容になってしまって
いる。 
✕　教科書を教える授業（教科書から離れられない授業） 
◯　教科書を用いて道徳的価値を考える授業



本来は！
•総則第三章第二節 
「それぞれの内容項目は指導に当たり取り扱う内容であって、目
標とする姿を表すものではない。」 

• つまり、内容項目に書いてあることはいいことだということを教
えるのではなく、その道徳的価値ってどういうことなんだろう？
なぜその道徳的価値って大事なの？どうすればその道徳的価値っ
て実現できるの？といったことを考えることが大事！ 

• しかし実際は、教科書の登場人物への共感的理解が進められる授
業展開例が多く（指導書など）、価値そのものを考えにくい。



道徳科におけるコンテンツベース
•内容に基づいた道徳科をどう捉えるか？ 
• 道徳の時間の課題例（「道徳教育の抜本的改善・充実」より） 
 
■「道徳の時間」は、各教科等に比べて軽視されがち 
■読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導 
■発達の段階などを十分に踏まえず、児童生徒に望ましいと思わ
れる分かりきったことを言わせたり書かせたりする授業 

• 望ましいと思われる分かりきったこと＝道徳で伝えたい「内容」
＝「コンテンツ」と捉えることができる



コンテンツベースの限界
•道徳におけるコンテンツ 
従来型の「内容」（望ましいと思われる決まりきったこと）を「コン
テンツ」と捉えるならば、現在求められている「主体的に問題解決で
きる児童生徒の育成」には折り合いが悪い。 
→　「答えが一つではない道徳的な課題」≠「望ましいと思われる決
まりきったこと＝答えが一つ」動的な道徳ではなく、静的な道徳 
• また、ある場面において「望まれていること」を知ったところで、汎
用性には限界がある。



つまり
•道徳科におけるコンテンツベースの授業が持ちうる限界（落とし穴） 
 
・教科書に描かれている道徳的価値観を児童生徒に伝達する価値（観）
注入型の授業になる可能性 
・1価値1時間という考えに陥りやすい 
　＝価値を単独で学ぶがゆえ、価値の関連性について学びにくい 

• だからこそ、教材を媒介として道徳的諸価値を問い、葛藤を捉え、主体
的に判断する力を育成する方向へと、教育観を転換していく必要が！



コンピテンシーベースの道徳の可能性 
「よりよく生きる」というダイナミズムを 

どう教育に落とし込むか？



コンピテンシーを道徳に援用すると？
•知識：価値を知る、理解する力（知識、技能） 
• スキル：価値の葛藤を調整する力（思考力、判断力、表現力等） 
• 態度・価値観：ウェルビーイングの実現に向けて、個人の選択、判断、行
動、振る舞いに影響を与える原則や信念（学びに向かう力、人間性等） 

• エージェンシー：（よりよい）変化を起こすために、自分で目標を設定
し、振り返り、責任を持って行動する力 

• コンピテンシーは、知識・スキル・態度及び価値観によって構成される「で
きる力」、すなわち適切に判断し行動するための「基盤」である。他方、
エージェンシーは、その基盤を実際に発揮し、自らよりよい方向へ責任を
持って働きかけようとする「やろうとする力」、すなわち「駆動力」



汎用性のある知識
•道徳的な問題を解決していくために必要とされる知識を考えていく必
要がある 

• たとえば 
人権、平和（構造的暴力等：ガルトゥンク）、主権者、認知の歪み
（道徳不活性化）、感情のしくみ、認知のしくみ、いじめのメカニズ
ム、偏見と差別など。加えてSELで取り組まれている様々な実践：ア
ンガーマネジメント、アサーション、SST・・・ 

• こういった知識を日常生活の中で活用していく 
→　道徳的コンピテンシーを発揮するということ！



コンピテンシーベースの道徳とは
•価値と知識を知ること、現実的な場面においてそれらをどう活用して
いくのかについて学ぶこと、そしてそれによって私たちがよりよく生
きていくことができるのかについて考察を深めていくことという往還
を生み出していくものと捉えることができる。 
•価値や知識の習得、活用、リフレクション、価値観形成が相互に往還
する構造 
• 具体的な場面において活用を促すことで「学習の転移」が生じるので
あれば、道徳科においても多様な価値が入り乱れる具体的な場面で価
値判断を行いリフレクションする中で価値観の形成がなされるのでは
ないか。



• 松下佳代さんのコンピテンシー三重モデル 
「ある要求・課題に対して、内的リソース（知識、スキル、態度・価値観）を結
集させつつ、対象世界や他者と関わりながら、行為し省察する能力」 
道徳も同様に、現実の葛藤場面において判断し、行為し、その経験を振り返る中
で道徳性そのものを生成していく動的なプロセスとして再定義できるのでは？



道徳性の再定義の必要生
•コンピテンシーは「道徳性」という内面的資質に収まるのか？ 
• コンピテンシーベースによって「優れた道徳的な問題解決者」を育てる
のであれば、道徳性は内面的資質にとどまるだけではなく（思考実験と
しての解決者ではなく）、実際に解決に向けて行為できるということも
含むべきでは。 

• 内面的資質が行為を生むだけでなく、道徳的行為や実践をする中で、経
験し、省察することそれ自体が、内面的資質の形成へとつながるという
逆方向の可能性　「内面的資質　⇔　行為」の相互往還 

• コンピテンシー（できる力）とエージェンシー（駆動力）の双方が弱い



国立教育政策研究所「キー・コンピテンシーの生涯学習政策指標としての活用可能性
に関する調査研究」

道徳的判断力 
道徳的心情 

道徳的実践意欲と態度

道徳性



おわりに：よりよく生きるということ

•「よりよく生きる」という道徳教育の根幹をより意識したカリキュラ
ム構造に 
→　「よりよく生きる」＝「ウェルビーイングの実現」を学校教育の
核としたカリキュラムに 

• ウェルビーイングを達成していくために必要とされる人間性や道徳性
の涵養を明確にカリキュラムに位置づけていく



ウェルビーイングの実現

自分自身 人との関わり 生命・自然や
崇高なもの集団や社会

内容項目内容項目 内容項目 内容項目 内容項目 内容項目 内容項目 内容項目

道徳的諸価値 道徳的諸価値 道徳的諸価値 道徳的諸価値

コア・バリューの設定

選択的に扱われる道徳的諸価値の設定



• マズローの欲求階層モデル 
ただし、この図そのものはマズローが図式化したわけではなく、Goble（1970）において示されたもの
である。Goble, F. G. (1970). The third force: The psychology of Abraham Maslow. Grossman.

https://www.jimpei.net/entry/maslow



ウェルビーイングのダイナミズム

マズローを参考に筆者作成



• 図の左側：自己の側面が中心、縦はヘドニア的な快楽からエウダイモ
ニア的な自己実現への局面。 
生理的欲求はいわゆる生命を維持するための欲求（睡眠、食欲、性
欲）であると同時に、娯楽への欲求、刹那的な快楽も含まれる。その
上位には安心・安全な生活環境で生きることを望む欲求、さらにその
上には、自分自身で自分を認めていく自己肯定としての承認欲求。 

• 図の右側：協調的な側面としてのウェルビーイング、「多様な他者とと
もに新たな価値を見出していくという共創的協調」の局面。 
具体的他者との信頼ある関係、集団への所属感といった社会的欲求。
その上にはお互いの存在そのもの（being）を承認していく「存在の相
互承認」が位置づけられる。



ウェルビーイングをどう捉えるかという 
自己認識と行動

•未来永劫固定的なものではないウェルビーイング：常にトレードオフの
中にある、ダイナミズムの中にあるウェルビーイング 

• どのような環境の中で生活しているのか、どのように環境に働きかけて
いくのか、自分自身や他者、社会、世界のウェルビーイングをどう実現
していくのかという実現に向けた行動が重要視されるのではないか 
＝エージェンシーの育成 

• 「ウェルビーイングのダイナミズムの波の中をどう生きていくのか」と
いうこと！



道徳性とウェルビーイング
•価値や知識と活用、リフレクションそして行為を含んだものとしての道徳
性、相互の往還の中での形成。 

• このように育まれる道徳性が個人と社会のウェルビーイングを成立させて
いくが、それは動的なもの。 

• ウェルビーイングが動的なものであるからこそ、対話が必要。 
お互いが異なった存在であるということを前提にしながら、どうすればお
互いがより幸せに生きていくことができるのかを探っていかねばならな
い。この意味において、対話は私たちの気づきを促すというウェルビーイ
ングの入口であると同時に、ウェルビーイングの実現への手段となる。
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